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笛吹市男女共同参画推進委員会

笛ちゃん 吹ちゃん

■問合せ先　　市民環境部　市民活動支援課　☎055（262）4111（内線173）

明るい
家庭づくりを
楽しく推進します。

　笛吹市男女共同参画推進委員会家庭部会では、今後の活動推進に役立

てるため、意識、人権、家事、介護、育児、教育をテーマに、国や県のアンケ

ート結果の読み取りを行いました。その中のいくつかをご紹介します。

＊データは、「平成17年度山梨県男女共同参画に関する県民意識・実態調査」及

び「内閣府男女共同参画に関する世論調査（平成19年）」を使用しています。

家庭生活における男女の平等感は、２人に１人が「男性の方が優遇されている｣と感じています。男女別に見
ると、「男性の方が優遇されている」と回答した人は、男性よりも女性に多くなっていました。

賛成と反対がほぼ半数ですが、昨年の全国調査では、初めて反対が賛成を
上回りました。年齢別に見ると、女性の70歳以上、男性の60歳以上で「賛
成」が多く、女性の30歳から50歳代では反対が多くなっていました。

夫婦の家事分担について、家事の中でも食事のしたくは、女性の約９割が「自分がする」と
答えており、ほとんど女性が受け持っていることがわかりました。これ以外では、掃除は
13～23％、小さい子どもの世話は10～18％と、男性の協力割合が高くなっていました。

アンケートから、男女による意識の差や実態、また年齢による違いなどを確認できました。
家庭部会では、これからも学習を重ねながら、すべての市民が心豊かに楽しく暮らせるように推進活動
に取り組んで行きたいと考えています。
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■男性の方が優遇されている
■平等
■女性の方が優遇されている
■わからない・無回答

■自分
■配偶者
■夫婦同程度
■その他

■賛成
■反対
■わからない・無回答

感謝の気持ちが
大切だね。

どこまでが
家事？

勝頼の墓・経石出土状況
（甲州市教育委員会提供）

　
今
回
は
、
春
日
居
町
鎮
目
地
区
な
ど
を

舞
台
に
、
芍
薬
塚
と
晩
年
の
武
田
勝
頼
の

様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

　
天
正
（
て
ん
し
ょ
う
）
10
年
（
１
５
８

２
）
、
織
田
・
徳
川
連
合
軍
が
甲
斐
国
に

攻
め
込
み
ま
す
。
甲
斐
国
の
領
主
武
田
勝

頼
は
自
ら
が
新
た
に
築
い
た
新
府
（
し
ん

ぷ
）
城
（
韮
崎
市
）
に
火
を
は
な
ち
、
小

山
田
信
茂
（
お
や
ま
だ
の
ぶ
し
げ
）
が
い

る
岩
殿
（
い
わ
と
の
）
城
（
大
月
市
）
を

目
指
し
て
落
ち
延
び
て
い
き
ま
す
。

　
甲
府
を
抜
け
、
岩
殿
城
に
向
う
途
中
、

鎮
目
村
（
春
日
居
町
鎮
目
）
で
勝
頼
は
渡

辺
加
兵
衛
（
か
へ
え
）
（
武
田
家
家
臣
）

に
２
歳
の
幼
児
を
預
け
ま
し
た
。
し
か
し
、

幼
児
は
翌
年
３
月
７
日
に
病
気
で
亡
く
な

り
、
加
兵
衛
に
よ
っ
て
屋
敷
の
一
角
に
埋

葬
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
が
旧
芍
薬
塚
で
、
御
室
（
み
む
ろ
）

山
山
麓
の
一
丁
田
（
い
っ
ち
ょ
う
だ
）
に

あ
り
ま
す
。
塚
に
は
幼
児
が
好
き
だ
っ
た

芍
薬
が
一
株
植
え
ら
れ
、
墓
標
と
さ
れ
ま

し
た
。

　
文
化
４
年
（
１
８
０
７
）
、
渡
辺
孫
太

郎
兵
衛
（
そ
ん
た
ろ
う
べ
え
）
た
ち
は
、

荒
れ
果
て
た
旧
芍
薬
塚
を
不
憫
（
ふ
び
ん
）

に
思
い
、
屋
敷
内
に
移
し
ま
し
た
。
そ
れ

が
、
春
日
居
町
鎮
目
小
字
的
場
に
あ
る
芍

薬
塚
（
笛
吹
市
指
定
史
跡
）
で
す
。

　
彼
ら
は
、
塚
に
石
碑
を
建
て
、
石
碑
の

周
り
に
旧
芍
薬
塚
か
ら
株
分
け
し
た
芍
薬

を
植
え
ま
し
た
。

　
石
碑
は
高
さ
１
ⅿ
、
幅
39
㎝
、
奥
行
き

は
33
㎝
あ
り
ま
す
。
石
碑
の
文
章
は
富
田

武
陵
（
ぶ
り
ょ
う
）
が
選
び
、
自
ら
書
き

ま
し
た
。
石
碑
の
正
面
に
は
「
天
正
十
年

武
性
院
殿
斉
理
周
哲
大
童
子
（
ぶ
し
ょ
う

い
ん
で
ん
さ
い
り
し
ゅ
う
て
つ
だ
い
ど
う

じ
）
」
と
刻
ま
れ
、
側
面
か
ら
後
面
に
か

け
て
は
芍
薬
塚
の
由
来
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
昭
和
時
代
、
旧
芍
薬
塚
は
、
畑
の

一
角
に
目
印
の
石
が
お
い
て
あ
る
だ
け
の

状
況
で
し
た
。
近
年
、
有
志
に
よ
り
旧
芍

薬
塚
の
整
備
が
行
わ
れ
、
新
た
に
「
五
輪

塔
」
・
「
由
来
を
刻
ん
だ
石
碑
」
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
て
、
鎮
目
で
幼
児
を
預
け
た
後
の
武

田
勝
頼
と
そ
の
一
行
は
、
鎮
目
村
を
通
っ

た
後
、
岩
殿
城
を
目
指
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
岩
殿
城
主
小
山
田
信
茂
が
武
田
家
を

裏
切
り
、
岩
殿
城
に
入
る
事
が
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。
や
む
な
く
天
目
（
て
ん
も

く
）
山
（
甲
州
市
大
和
）
に
登
ろ
う
と
し

ま
す
が
、
敵
襲
に
あ
い
、
田
野
（
た
の
）

村
（
甲
州
市
大
和
）
で
自
刃
し
ま
す
。

　
勝
頼
夫
妻
・
信
勝
（
の
ぶ
か
つ
）
（
勝

頼
の
息
子
）
は
景
徳
院
（
け
い
と
く
い
ん
）

（
甲
州
市
大
和
）
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。「
武

田
勝
頼
の
墓
」
は
山
梨
県
の
史
跡
に
な
っ

て
い
ま
す
。
甲
州
市
教
育
委
員
会
が
発
掘

調
査
を
行
い
、
経
文
や
勝
頼
の
戒
名
（
か

い
み
ょ
う
）
を
書
い
た
「
経
石
（
き
ょ
う

せ
き
）
」
が
約
５
３
０
０
点
見
つ
か
り
ま

し
た
。

　
武
田
勝
頼
が
亡
く
な
り
、
戦
国
大
名
武

田
家
は
滅
び
ま
す
。
し
か
し
、
武
田
家
の

家
臣
達
は
武
田
家
滅
亡
後
、
徳
川
家
康
な

ど
に
仕
え
、
甲
斐
国
や
日
本
各
地
で
活
躍

し
ま
す
。

※
「
武
田
氏
と
笛
吹
市
」
シ
リ
ー
ズ
は
今

回
で
終
了
し
ま
す
。
次
回
か
ら
は
、
笛

吹
市
の
歴
史
や
文
化
を
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。

芍薬塚

旧芍薬塚

勝頼の墓・発掘状況
（甲州市教育委員会提供）


